
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

・スペース、配置数については概ね満足をいた

だけている。。 

・職員配置数は適切との意見を多くいただけた

が、退職者や異動が多く不安。専門性に欠け

る人が多い、職員配置が分からないとのご意

見もある。 

・一時減った人員が増えてきて安心している。 

Ｂ児童への支援内容 

・プログラム内容に関して、固定化せず以前よ

り工夫されているとのご意見多くあり。 

・長期休みに運動プログラム等が出来ると嬉し

い。 

・事業所外の人と交流する機会が無い。 

Ｃ事業所からの情報発信 

・職員への教育がされているのか疑問。 

・保護者会開催を希望されるご意見はなかっ

た。 

Ｄ非常対応 

・災害時の避難訓練の周知はされている。 

・各種マニュアルについては不明との意見があ

る。 

E満足度 

・支援について多くの保護者様に満足とのご意

見をいただけている。 

・事業所に対し不信感があり退所を考えている

とのご意見もある。 

 

Ａ環境面 

・定員に対する活動スペースは十分にある。 

・男性職員が少なく増員の声がある。 

・支援に支障が出ない配置人数ではあるが、も

う少し余裕があってもいいように感じる。 

・研修の機会が少なく感じる。 

Ｂ児童への支援内容 

・担当日を支援員で割り振り、以前よりも活動

内容の幅が増えた。職員全員がプログラム立

案、計画に関われている。 

・アセスメントツールの使用はしていない。 

・日々の打合せは毎日実施している。 

・計画書の課題に基づいた支援員視点の意見

聴取を文書で行っている。 

Ｃ関係機関との連携 

・昨年同様、コロナ禍も影響し外部との連携は

少ない年度となったが、学校・相談員等との

必要な情報交換は実施できていた。  

・自立支援協議会には参加できず。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・会報の配布を開始したが、不定期となってい

る。 

・保護者同士の連携は希望があれば検討する。 

・コロナ禍もあり地域との関わりができなか

った。 

Ｅ非常対応 

・避難訓練は定期的に実施できている。 

・アレルギー表の作成、掲示を実施。 

・虐待に関する研修が未実施。 

・事故、ヒヤリハットの共有はできている。 

 

【共通点】 

活動スペースやプログラムの内容については以前より工夫されてきていると職員、保護者様ともに感じて

いる。職員育成に関して見直しが必要と感じる。 

【相違点】 

各種マニュアルについては HPでも閲覧していない方が多く、改めて不足しているマニュアルも含め再周

知を図る必要がある。職員配置についても同様。 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         令和 4 年度         
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・前年度に続きコロナの影響もあり研修の機会が大きく減っている。コロナも終息傾向に向かい、来

年度からは外部研修へも積極的に参加していく。 

・不定期発行の広報誌を定期に変更し職員の変更や行事などのお知らせを発信する。 

・各種マニュアルの見直し、整備を行い、公表と掲示の実施。 

・広いスペースを活かし多様な障がいの児童

を大きな事故なく支援ができている。 

・個室が複数あり落ち着ける環境を作りやす

い。 

・事業所周辺の交通量が少なく、気軽に外遊

びに行ける。 

・職員個々の特技を活かしたプログラムを取

り入れることで、幅広い活動が行えてい

る。 

・コロナ禍で出来なくなっているが、隣接す

る特別養護老人ホームの入居者様や職員と

交流を持てる。 

・内外部研修の機会が少ない。 

・事業所内の情報発信の機会が少ない。 

・職員、保護者様のマニュアルの周知、理解

が薄い。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

コロナの影響で支援や体制の制限を受けながらも支援の質の低下が起きないよう、職員で力を合わせ創意工夫

を行ってきたが、コロナ関連での急な人員不足などで利用児、保護者様にご負担をかけてしまう時もあった。 

アンケートでの結果内容を真摯に受け止め、来年度に向け改善を図っていきたい。 


